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※■六座とも御参修



信
し ん み ょ う い ん

明院鍵
か ぎ や く

役御
ご さ ん し ゅ う

参修

６日 １６：００  

『御
ご で ん し ょ う

伝鈔』上巻拝読

法話 御講師のご案内

　本山（東本願寺）の鍵役※である大谷修（信明院）鍵役が富山別院にお参りされ、報恩講が厳修
されます。またとないこの機会に、是非とも皆様お誘い合わせてご参詣ください。	

　御伝鈔は、正式に『本
ほんがんじしょうにんでんね

願寺聖人伝絵』といい、親鸞聖人
の伝記として第３代覚

かくにょ

如上人が撰述された絵巻物です。これ
は、宗祖親鸞聖人の伝記として、最初のものであり、さらに
親鸞聖人のご生涯を、感銘深いエピソードを交えてなじみや
すく述べられた点でも、画期的なものと評価されています。
　『御伝鈔』の上巻には、親鸞聖人の求道の歩みが語られて
おり、殊に法然上人との出会いをとおして、念仏の僧

さ ん が

伽を吉
水で学ばれたことが述べられています。
　是非とも、ご拝聴のほど宜しくお願いします。

講師　藤
ふじもと

本	愛
あいきち

吉氏	（三重教区中勢２組正寶寺住職）
講題　いのちの願い
講師からのメッセージ

講師紹介：	
ある座談会での自己紹介のとき、今、特段に悩
みや困っていることはないと言いました。すか
さず藤本先生が「残念だね、君は仏縁が無いね」
と本当に残念そうに言われたのがずっと忘れら
れません。毎日の生活の中で仏の世界に出遇っ
てこられた先生のお話を聞かせていただき、と
もになむあみだぶつを訪ねたいと思います。
【富山教区駐在教導鷲尾氏談】

児連バザー
教区児童教化連盟（児連）主催により、
バザーを開催いたします。
日用品・書籍・おもちゃ・カバンなど
いろいろなものがございますので、
是非のぞいて見てください。

開催日時／
　10月	 6日	（正午から午後4時まで）
	 7日	（午前10時から午後4時まで）
	 8日	（午前10時から午後1時まで）
場　　所／本堂前

※鍵役は、真宗本廟の両堂に奉仕し、儀式について門首を補佐し、また全国の別院や寺院における法要に、門首に代わって出向する役職です。

「あなた方は“繭
まゆごころ

心”（蚕
かいこ

が繭の中に入っているような状態の心）の中

で生きているのですよ。その繭心を、いのちの願い―自
じ り

利利
り た

他円
えんまん

満生

きてこそ―に目
め ざ

覚めた仏
ほとけ

様
さま

の教えによって破って、本来の敵・味方の

ない“御
おんどうぼう

同朋”としての無心の交
まじ

わりを、自分の身近なところでしていき

なさい。」の、よき人たちからの呼びかけに応
こた

えていけたら、と。

〒9 3 0 - 0 0 8 3　富山市総曲輪２丁目８番2 9号　T E L（0 7 6）4 21－3 2 7 2


